ITスペシャリスト育成関西連携大学院　第6回準備委員会議事録
日時：2006年9月13日　16:00～17:45
場所：京都大学 学術情報メディアセンター南館 ４階セミナー室

　　　田町キャンパスイノベーションセンター　NAIST分室

　　　

出席者（敬称略，順不同）

＠大阪大学：

鰺坂，満田，福安，吉田（和歌山大），中本（兵庫県立大），沢田（京大）

松本，岡田，飯田（奈良先端大），荻原（高知工科大），井上，楠本（阪大），
上原，大川（神戸大），佐野（大阪工大），丸山（立命館大）

村田，宗平（オージス総研）

＠NAIST分室：

津田，小島（日立システムアンドサービス）

石田（日立製作所）

配付資料

・　作業関連図

· 単位互換協定書案

議事

１　現状の説明

   8/29にヒアリングについて概要報告（井上，津田，鰺坂）

   9/15に予算の精査（文科省）実施． 
２ 各大学院，企業の準備状況
　　阪大：採択後の事務的なことをすすめる．
　　　　　大学院間の協定についての処理，予算分配等について検討を始めている．

　　京大：進展は無い．コンテンツのビデオ撮りに関して京大を使ってやってもらえるよ
う根回しをしている．

　　奈良先端大：進展は無い．研究科長には通りそうと伝えている．事務担当を決めた．

　　兵庫県立大：研究科長に再度説明．協定書・予算・事務方の連絡先（教務，経理）を
聞いてくるように言われている．

　　大阪工業大学：事務方に単位認定の話を進めた．事務担当者の連絡先（教務）を教え
て欲しい．

　　立命館大：情報理工学部の事務がやってくれる．10単位くらいを上限に単位認定する予定．学則改定する．事務方はヒアリング結果等を気にしている．

　　神戸大：今日の会議の結果，動く．5年後の話を興味持っている．
　　高知工科大：助手の採用について検討．単位互換について高知大と同等の処理ができると思う．授業料の関係がどうなっているか調べてもらう．

　　和歌山大：特に問題無し．
　　オージス総研：今日の結果待ちで特に進展無し．

　　日立SAS：作業項目を洗い出した（単位互換とか，契約とかも網羅している）．採択されたことを前提に，至急しなければならないことをリストアップする必要がある．

　　日立：特に無し．

３  検討事項

　　・各種ワーキングの立ち上げ

(1) 実プロジェクト教材作成WG
鰺坂先生を中心に．
和歌山大学の統合教務システムの開発を利用する．

他大学でも，教材の案があれば提案をしてください．
        (2) 教材コンテンツ作成WG

  
  (2.1) ソフトウェア工学科目WG

　　　　　　　澤田先生を中心に．
　　　　　　　撮影期間，撮影コマ数で，そこに貼り付ける人の数に依存する．

　　　　　　　取り直しが必ず発生するので，今年度作るとしても25コマ分くらいが限度では無いか？阪大，奈良先端大等の機材を利用して作る．5コマ分のスライドを各大学院で作る．こういう内容で作る，自前でやるか京大でやるか，いつやるかを至急検討する． 

　　　　　(2.2) 実践ソフトウェア開発科目WG

　　　　　　　津田さんを中心に現在進行中のソフトウェアデザイン講座の内容の変更等を考えていく．
　　　　  (2.3) 専攻運営委員会

　　　　　　各大学院代表者と企業代表者で決定する．13代表．数人の幹事を置く．

　　　　　(2.4) 評価委員会

　　　　　　国内評価委員を早めに決める．

海外アドバイザとしてProf. Rombach等を予定．

　　・授業科目間の整合性・調整が必要（合宿？）

　　　実践ソフトウェア開発科目群の調整が必要．

　　　採択後にキックオフを実施する予定．

・予算（主に人件費）検討
　　　　・来年度以降：各大学院若手教員1名を原則採用．

　　　　　　　　　TA/RAも必要な場合は準備
　　　　　　　　　
　・単位互換に関して必要な事務手続きを開始
　　早急に事務レベルで協議を始めてもらう必要有り．

　　連絡先：大阪大学大学院情報科学研究科　大学院係

            秋山係長　宛

　　　　　　office@ist.osaka-u.ac.jp
４．その他

　　・日立コンサルティングと日立のビジネスソリューション事業部が10/1に統合される予定．今後パンフレット等を作るときの企業名称をどうするか要検討．
　　・プロジェクト全体のコーディネーションや事務を担当する人を採用予定．

　　・ビデオ講義について，新しい科目を作るか，読替で対応するかは各大学に任せる．
次回会合　
10/10（火）　16:30～　（場所：未定）
